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日ごとに増していく蒸し暑さに、本格的な夏の訪れを感じます。マスク生活にも慣れてきたとはいえ、やはり

暑い日はつらいですね。熱中症なども心配な季節です。こまめに水分をとるようにしましょう。 

 さて、もうすぐ待ちに待った夏休みです。休みが続くとダラダラと夜ふかしをしてしまったり、寝坊して朝ご

はんを食べられなかったり、生活リズムが崩れやすくなります。学校があるときと同じように、早寝・早起きを

心がけて、朝・昼・夕の３回の食事をしっかりととることが大切です。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30℃を超えると、熱中症で亡くなる人がふえていき、35 度を超える猛暑日は特に注意が必要です。暑い夏を

元気に過ごせるよう、熱中症予防を徹底しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育便り

 

「夏至」は二十四節気の１つです。１年のうち、昼が最

も長く、夜が最も短い日で、今年は 6 月 21日にあたり

ます。「半夏生」は雑節の１つで、夏至から数えて 11日

目にあたる日のことをいい、今年は 7 月 2 日です。昔

は、夏至が過ぎ半夏生までに、田植えを終えるのが、目

安とされていました。 

「たこ」の足は、一度くっつくと、なかなか離

れにくいことから、田んぼに植えた稲の苗が、

たこの足のように大地にしっかりと根付くよ

う、そして、豊作になるように願い、たこを食

べるようになったそうです。 

 昔は、「夏至」が過ぎ「半夏生」までが、田植えの目安とされていたことから、 

関西地方では、この時期に「たこ」を食べて豊作を願う風習があります。 

に、要注意！！ 

https://www.monopot-illust.com/illust/2629

